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1．　 は じめに
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ん が

　 天 平 五 年 （733年〉に 「勘造」 （勘 え造 る）され た

『出雲風 土記』は ，その 冒頭部分か ら 「東西
一

百

卅 七里
一

十 九歩 ， 南北一
百八 十二 里

一
百九十二 歩」

とあるよ うに，里程 の 記載 で 埋 め尽 くされて い る。

しか も里単位 の 表示 で も十分 な里程 に つ い て 、1

歩単位ある い は 10 歩単位 で示 されて い る の が 、

全体の 40％に も及 ん で い る 。

　 こ れ は ， 現在で も尺や坪 を メ
ー

トル 法に換算 し

て 端数をつ け て 表示 して い る例か ら類推で きる よ

うに、旧尺 度系か ら換算され た数値を含む 可能性

が高い 。 そ の た め筆者は既に 、 『出雲風 土記』の 里

程 にっ い て 検討 を行 い 、歩単位 の 端数は古韓尺 の

里程 を天平尺 （唐大尺 ）系に計算 し直す際に生 じた

もの で ある こ とを論証 して い る
1）

。

　 こ の よ うに 『出雲風土記』は既 に 「古韓尺 」 学

説 と密接な関連 を持 っ て い るが 、 本報で は更 に よ

り直接的な形で 『出雲風土記』に記載され て い る

石 の 計測記事が 「古韓尺 」 に よ っ て 測 られ て い た

こ と、すなわ ち、意宇郡宍道郷 の 項 の 「猪像石 と

追猪犬像石 の 三 石 記事」 の 計測値 （9 件）が 、 石 ノ

宮神社の 三 石 の 実測値 との 比較か ら見て 「古韓尺 」

に完全に
一致 し て い る こ とを論証する。

　 そ の こ とは 、厂風土記」編纂の 官命 が出 され た 和

銅 六年 （713 年）の 段階にあ っ て も、旧尺度系の 古

韓尺 が使用 され て い たこ とを意味 し て い る可能性

が高 く 、 地 方にお い て は天 平尺 へ の 移行が遅遅 と

し て い た 実態を示 唆 し て い る。

　周知 の よ うに『出雲風 土記 』の 勘造に つ い て は 、

再撰説 ・増補説 などが あ り、「古風土記」 の 存在 に

つ い て も課題 とな っ て い る。本報 は主 とし て 「古

韓尺」 学説 の 更 なる増補を 目的 と した も の で ある

が 、 三 石記事に関連 して出雲 と新羅 の 関係や 、 古

韓尺 の 里 程 の 遺存状 態に地 域差 が あ る こ とか ら

『出雲風 土記』の 成立過程 に っ い て も若干 の 議論

を行 う。

2 ．意宇郡宍道郷の 三 石 の 尺度

　 『出雲風土記』の 意宇郡宍道郷の 項に次 の 記 事

があ る 。

　 宍道郷 郡家正 西卅 七里 所造天下大神命 之 追給

　 猪像 南 山有 ニ
ー

長 二 丈七 尺 高
一

丈 周五 丈七 尺

　 　 　 　 　　 　
一

長二 丈五 尺 高八 尺 周四 丈
一

尺

　 追猪犬像 　　　　 長
一丈 　　高 四 尺 　周

一丈 九 尺

　 其 形 為石 無異 猪犬 至 今猶有 故云 宍 道

　 こ こ に記載 され た猪像石 （A と B ）と追猪犬像石

に つ い て は、既 に服部亘氏 が石 ノ宮神社 にあ る仮

称ア 石 、イ石 、ウ石 、工 石 な どの 大 石 を精密に計

測 し て 、そ の 形状と寸法か ら次 の よ うに比定 して

い る
2）
。

　猪像石 A 　　　　　　 石 ノ宮神社 ア石

　 猪像石 B 　　 　　　　 石 ノ宮神 社 イ石

　 追猪犬像石 　 　 　 　 　 石 ノ宮神社 工 石

　比 定 に 当っ て は 、服部氏 は 『出雲風 土記』に記

載 された尺度 を、天 平尺 の 29．7cm として 、現在 の

t
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実 長 と比 較す る方式 を採 っ て い る。 し か し、対応

関係 は認 めた もの の 、実際に は、ほ とん どの 場合、

現在 の 測定値 の 方が 天平尺の 計算値 よ りも 10％

ほ ど短 くな っ て い た。こ の 現象 に つ い て 、服 部氏

は そ の 差 の 原因 を 「石 の 風化」 と理解 し て い る。

　 し か し、10m 以 上 の 大石 の 10％は 1m に も達す

る値であ り、こ れが 「風化 」 に よる も の とは、に

わ か には考え難 い
。 それ は 、 こ れ らの 猪像 石 や追

猪犬像石 が 「来待石 」 （凝灰質砂岩）で あ り 、 出雲

石 灯 の 原材料 として 用 い られ て い る も の で あ り、

た とえ気象的に 悪条件 があ っ た と して も、形 状が

大き く変 わ る ほ ど の風化は受けな い とみるか らで

ある。事実、
一

般的に 灯籠な どに使われる砂岩 の

風蝕 で さえ、年に O．　 lmm以 下 で あ り、1000年で も

10cm 以下に過ぎない の で ある
注 D

。

　そ うで あれば、『出雲風土記』に記載 された尺度

は古韓尺 であ っ た可能性が ある。そ の ため、服 部

氏 の 測 定資料を借用 して 、 表 1 の よ うに整理 を行

っ て みた 。

表 1 石 ノ宮神社 の
”
猪像 石

”
と
”
犬像石

”
の 各部計測値（服 部亘 氏 に よる）

計測 部位 有 ノ宮神 社 ア 石 石 ノ宮神 社イ石 石 ノ宮 神社 工 石

（猪像石 Aに 比 定）　 cm （猪像石 Bに比 定）　 cm （追猪犬像石 に比 定）　 cm

周 囲 垂 直 高さ1／2　 　 　 　 1514＊ 垂 1自：高さ1／2　 　 　 　 1481
”
頭
”
　 　 　 　 　 　 　 　 509＊

視 覚的 な 中心 　　　　　1515 ＊ 視覚 的 な中心 　　　　　1367 ＊
”
胸
”
　　 　 　　 　　 　 4go

”
且同
”
　　　　　　　　　　　　　　　　　469

（風 十記57尺） 尺＝26，6cm （風 士記 51尺）尺一26．8cm （風 土記 19尺） 尺＝26．8cm

高さ 西 南西 D 点 　　 　 　　 　284 北西 側A 点 　 　 　 　 　 　192 106＊

コ匕コ匕東 A，転　　　　　　　　　　　　　　　193 〃　　　　B，県　　　　　　　　　　　209

〃　　　　B 点〔　　　　　　　　　　 201 〃　　　　　　C ，点　　　　　　　　　　　　　　　205

〃　　　　　　C ，点　　　　　　　　　　　　　　　221 〃　　 G 点　　　　　　　　216

〃　　　 D 点　　　　　　　　　264＊ 東南f貝1亅A ，県　　　　　　　　　　　　　　　197

〃　　　　E，点　　　　　　　　　　　　　246 〃　　　　B ，県　　　　　　　　　　　229

南 南西 A点 　 　　 　 　　 220 〃　　　　C、点　　　　　　　　　　　　　228
り　　　　B、点　　　　　　　　　　　226 〃　　　D点　　　　　　　　　222
1’　 　 C点　 　 　 　 　 　257 〃　　　　E，県　　　　　　　　　　　211
〃　　　D 点　　　　　　　　　270 ＊ 平均 　 　 　 　 　 　 　 　213 ＊

厂’　　　 E、転　　　　　　　　　　253　　屮
（風 土 記 10尺） 尺鬲26、7cm （風 土 記 8尺） 1尺＝26．6cm

　　　　　　早 早
（風 上 記4尺 ）尺 ＝26，5cm

長 さ 長 軸最 大 巾　　 　　 　 575 長軸 最 大 巾　　 　 　　 552 長軸 最 大 巾　　 　　 　 　180

半周 北 北東視覚中心 　　　　800 北西 視覚中心 　　　　 675 ＊ 東南東側
”
胸
”
　　　　 234

南南西 視覚中心 　　　　715 ＊ 南東視覚 中心 　　　　 692 西 北西 側
”
胸
”
　　　　 250 ＊

北 北東垂 直高さ1／2　　 829 北西 垂 直高さ1／2　　　 676 東南東側
”
胴
”
　　　　 220

南 南西 垂 直 高さ1／2　　 685 南東垂 直高さ1／2　　　 805

（風 十記27尺 ） 尺＝26．5cm （風 土記 25尺 ）尺 ＝27，0cm （風 ：ヒ記10尺 ）尺 ＝25．Ocm

計 測 値 は 全 て服 部 亘 「『出 雲 風 土 記 』の 数 量表 現 の 信 憑 性、な らび に数 量
．
表 現 をめぐる編 纂過 程 の

一
考 察 」

『占代 文 化 研 究 』2（1994 ）による。周 囲 の 測 定 値 に「視 覚 的 中 心 」とあるの は、測 定 者 （服 部 氏 ；身 長 177cm ）が視 覚 的 に岩 の

高さの 中心 と感 じた 所 を通 る線。表 中で、尺一26．5cmなどと示 してい るの は、＊印の 計測値 による計算復元 尺 長。

　測量位置の 理解を助 けるた め、服部氏 の 論文か

ら石 ノ宮神社の ア 石 、イ石 、工 石 の測量 図の 主要

部分 を抜粋 し若干改変 し て 図 1に 示す。服部氏 は

各石 にっ い て 2 方向か らの側面 図や平面 図を測定

し て い て 、 詳 細を極めて い る 。 全て を紹 介 し た方

が 良い が、か な りの 分量になる の で、主要な周長

と高 さに つ い て判 る程度に要約 して い る。

（1）猪像石 A ： 石 ノ 宮神社 ア 石

　まず、最 も安定 し た計測値の 得 られ て い る の が、

猪像 石 A に比定 された石 ノ宮神社ア 石 で ある。そ

の 中で も特 に安定 し て い る の が周長で あ り、視覚

的な中心 で 測定 し て も、高 さ二 分 の
一

を、視覚的
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［猪像石A 石 ノ宮神社 ア石］

（南 南西 側）

　

　

　
　

B

［追猪犬
（西 北 西

e

f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 周長の 測定 はほ ぼef間

図 1 宍 道郷 の 猪像石 ・追猪犬像石 に比 定 された石 ノ 宮神社 の 三石 図（服部 1994 の
一

部）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計量 史研 究　38−1 ［44］ 2G16
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な中心で 測定 して も、高さ二 分の
一

の部分で測定

し て も 1514〜1515cm あ る 。 こ れが 五丈七尺 に相当

す る こ とか ら 、

一
尺 の 長 さを計 算す る と 26．6cm で

あ り、古韓尺 の 標 準長 と して い る 26．7cm に
一致 し

て い る。

　 同 じく高 さにつ い て も、最高点 の D 点 に つ い て

北北東 か ら測 っ た 264cm と南 南西か ら測 っ た

270cm が 、安定 し た値 を示 し て い て 、これが十尺

に相当する として計算す る と平均で 26．　7cm に な

り、古韓尺 に
一致す る 。

　長 さに つ い て は、服部氏 は長 さの 代 りに半周 に

よる測定値 を 4 件示 し て い るが、こ の 見解は正解

と思われ る。そ の 中で も南南西か ら見た視覚 中心

位置の 715cm を採 っ て 、こ れ を 二 丈 七 尺 とすれ ば、

尺長は 26．5cm、古韓尺で あ る。

　全体的に見 て 、猪像石 A （ア 石）は古韓尺 に 良く

一
致して い る と評価で き るで あ ろ う。

（2）猪像石 B ：石 ノ宮神社イ石

　服部氏 は 猪像石 B を石 ノ宮神社イ石 に比 定す る

に あた っ て 、周長 と し て記 され て い る四丈一
尺 は

五 丈
一

尺 の 誤記で あろ うと して い る。筆者 も こ の

説 に従 う。

　 その 周長に つ い て は、視覚的な中心 で 測 っ た値

が 1367cm で 、五 十
一

尺 で 計算す る と 26．8cm の 尺

長 にな る。

　高さに つ い て は 東南側で 測 っ た最 高点 の B 点 と

C 点で、228〜229cm 示 し て い るが、こ こ で は平均

値 の 213cm を採 る。北西側か らの 図を省略 し た が、

最 も 自然な位置 G 点の 高さが 216cm で あ る こ とも

参照 した 結果で あ る。こ れ が人尺 に対応 して い る

とすれば、尺長 は 26．6cm とな る 。

　長 さに つ い て は北西側 の視覚的な中心 で 測 っ た

半周 の 672cm を採用すれば、こ れ が 二 丈 五 尺 で あ

るか ら 27．・Ocm とな り、これ も古韓尺の 範疇にあ

る 。 南東側 の 視覚的な中心 で は 692cm で 、27。7cm

で あ るが、そ の 場合で も天 平尺 よりも古韓尺に近

い 。

（3）追猪犬像石 ：石 ノ宮神社工 石

　周長 の 場合 は 「頭部 」 で測 っ た最大値 の 508cm

を採 る の が普通 であ ろ う。 そ の 値 を一丈九尺 とす

れば、尺長は 26．8cm で あ り、古韓尺に
一

致す る 。

　高 さは 図 1か ら 106cm で あ り、これが四尺で あ

る か ら尺長は 26，5cm とな り、古韓尺 に
一

致 し て い

る。

　長 さにつ い ては 、西北西側で測 っ た 250cm を採

る と、こ れが
一

丈で あるか ら、尺長は 25．・Ocm とな

り、古韓尺 よ りは短 い
。

　以上 3石 9 件 の 測定値 の 対応関係を整理 する と、

次の 通 り で あ る。

猪像石 A

猪像 石 B

追猪犬像 石

周

高

長

周

高

長

周

高

長

風 土記

57 尺

／Q 尺

27 尺

51 尺

　 8 尺

25 尺

19 尺

　 4 尺

10 尺

実測値

1515cm267cm715cm1367cm213cm675cm509cm106cm250cm

尺長

26．6cm26

．7cm26

．5cm26

．8cm26

．　6cm27

．Ocm26

．8cm26

．5cm25

．Ocm

　ほ とん ど全てで古韓尺 の 26．7cm 前後を示 し て

い て 、
こ の よ うな測定デー

タ とし て は
一

致 し過 ぎ

て い る観が あ る 。

　それ と共に、 こ の 測定が何時行われた もの で あ

るか に強 い 関心が生れ る。もし、『出雲風土記』勘

造 の 頃に測 定 した の で あれ ば、そ の 頃、実質的に

は天 平尺 は 、 ま だ あま り普及 して い なか っ た こ と

に なる。そ うで は な く、過 去 に遡 っ た あ る時期 に

測定 され た資料を利用 したの で あれば、なぜ わ ざ

わ ざ猪像石や追猪犬像石 などの 測定を行 っ た の か

が 問題 に なる。やは り、風土記の 勘造の 関連 で 測

定 され た とす る の が 最 も理解 しやすい 。そ うで あ

れ ば、『出雲風 土記 』には 「古風土記」 が あっ た と

の 説 があ る の で 、 そ の 際に測定 されて い た可能性

も考慮す べ きで あ ろ う。

3 ．里程の 表示 に現れた 古韓尺

　 『出雲風 土記』 の 里程問題 に っ い て は、前述 し

た よ うに 『百済研 究』39 号 にそ の 概要 を発表 して

い る 。 しか し こ の 論文 は韓国語 で書い たもの で あ
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り 、 日本にお い て は まだ十分な紹介を行 っ て い な

い
。

こ の 機会に 、 若干 の 新見解を加えて 概要を紹

介 し 再論 して お きた い
。

　 「風土記」 編纂の 官命が 出 され た和銅期か ら実

際に 『出雲風土記』が編纂され た天 平期 まで 20年

経過 し，尺 度の歴史で 言え ば唐大尺が導入 され ，

天 平尺 として完全に定着 した時期 にあた る。唐大

尺 の 導入 時期には諸説あるが，前期難波宮（長柄豊

碕宮 と推定 され て い る）の 造営 が始ま っ た白雉元

年 （650 年）に は，使用 開始 されて い た とする の が

今 日 の 定説で あ る
注 2 ）

。 こ の 唐大尺 は ， 時代に よ り

わずかずつ 長 くな る傾 向に あ るが ， 天 平期で はお

お よそ 29．8cm程度の 実長で あ っ た 。 天 平期 の 建物

等 に多く検出 されるこ とか ら，「天平尺 」 と呼称 さ

れ る事が多い の で，以 降本稿におい て は天平尺 と

称 す る こ と とす る 。

　た だ し 、 天 平尺 が 29．　8cm に固定 して い た とは 限

らな い
。 唐大尺 の 実長に つ い て 丘 光明著 『中国歴

代度量 衡考』
3）
に よっ て調 べ る と、30cm 以上 の 伝

承尺が、29 件中 22 件もあ り、む しろ 日本 の 後世

の 曲尺 （30，3cm）に近い の で ある。し か も正倉院に

残 る唐か ら将来 され た宝物 の 白牙 尺、紅牙尺、緑

牙 尺 の 中に も 13 件中 4 件が 30cm を越え て い る。

尺度 とい えば、1  も 2  も異な るこ とな ど想像

もし て い ない 現代の 感覚とは異な る こ とに注 意す

る必 要が ある。

　さて ， 唐大尺 が導入 され て か らの 約半世紀 とい

うもの は ， 大化改新を経て
， 浄御原 令 ， 大宝令 と

国家制度 の 整備 が進み，土地制度が激変 した 時期

に 当た るが，慶雲三 年 （706年）と和銅六 年 （713年）

の格を経て ， 天 平期に はこれ らの 混乱も収 ま りっ

つ あ っ た 。 長 さの 表 示 と し て は ，天 平尺 の 6 尺 を

1歩 ， そ の 300 歩を 1 里 とし，面積 の 単位 と し て

は，方 60 歩すなわち 3，600 歩 を 1 町 とす る制度

が定着 して い た。した が っ て ， 『出雲風 土記』が こ

の 天平尺系の 単位で 記載され て い る こ とには疑問

がな い
。

　 し か も 『出雲風 土記』は ， 構成 も内容 も他 の 風

土記の 逸文 とは著しく異な っ て い て、他 の 風土記

で は、里程に っ い て 全 く触れ て い ない か 、 ある い

は触れて い て も、1里 な い し 2 里 とか 、
10 里 、

20

里 、50 里 の概数単位 の 表 示 で あ り、『出雲風 土記』

の よ うに全編に わた っ て ，郡家と郷，あ る い は神

社 ・寺院 それか ら山 ・河 ・湖 ・嶋など の相互 の

方位や距離を詳 しく記載 し て い る例 は全 く見 られ

な い
。 そ の 方位や距離 を詳 細にた どるな らば，現

在の 島根県 の 地 図上 に 、

・出雲国を完全に復元 で き

る程で ある 。

　こ こ に記載 され た里程は，1 里以上 の も の で約

300 件、2 里 を越 え るもの に限定 して も 265 件 も

ある （伝本に よ り多少 の 差異があ るの で 、以下で

は特 に断 らない 限 り、秋本吉郎校注 『日本古典文

学大系 ・風土記』岩波書店 の 正文に よる）。記載 は，

里 単位の も の か ら，100歩単位 の もの 、60 歩すな

わ ち町単位の もの ，10歩単位の もの ，更 には 1歩

の 単位の もの ま で ，精度が統
一

され て い な い
。 こ

の 様子 を記載記事順 に分類 ・整理 した結果を表 2

に 示 す，

表 2 里 程 表 示 の 単位分布

表示 単位 里
1鵡 10歩 1歩 合計

序 2 2

意宇郡関係 16　　 　 1210 240

嶋 根 郡 関 係 3　 　 　 　815 632

秋鹿郡関係 9　　 　 4 8 21

楯縫郡関係 1　　　 2 6 110

出雲郡関係 9 3 719

神 門郡関係 15　 　 　 2 11230

飯 石 郡関係 19　　 　 6 1 26

仁 多郡 関係 23 1 125

大原郡関係 2　　 　 5 3 414

道度 関係 11　　 　 6 81237

軍団・戌・烽 3　　 　 3 3 9

合計
102　　 　 57

39％　 　 22％

5922

％

4718

％

265

　里 単位の もの が 39％，100歩単位 あるい は 60 歩

単位すなわ ち町単位 の もの が 22％，10 歩単位の

もの が 22％あ り， 1歩単位の もの も 47 件で 18％

もある。
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　こ の よ うに 異常に詳 し い 里 程 の 表示 は ， そ こ に

何等か の 「日尺度系か ら の 換算が秘め られ て い る可

能性 が 高 い
。 常識的に考え て も、郡家か ら郷 ま で

の 距離を 「歩」 単位ま で 示 す 必要性 は全 くな い
。

第
一

、どこ に郷 の 中心地 があ る か を決 め る こ とさ

え困難で ある。

　実は、こ の よ うな換算例は 、朝鮮 半島に多 くあ

る。朝鮮半島で は 尺度 の変遷 が激 し か っ た ため 、

尺 度に変化 が生 じる と、そ の 都度、山城 の 周長な

どを新 しい 「歩」 に計算 し直 して 記録 し て お り、

　表 3 か ら直ちに判る よ うに 、『出雲風 土記』に歩

そ の 状況 は各 時期 の 記録、『三 国史記』『慶 尚道地

理 史』『新増東国輿地勝覧』な どを辿 る こ とで 正 確

に知 る こ とがで きる
O 。メ

ー
トル 法への 完全移行

か ら 60 年近 く経 っ た今 日 で も、「坪」 や 「尺」 の

旧 モ ジ ュ
ー

ル をメ ー
トル 法に換算 し て端数をっ け

て 使用 して い る こ とか らも、状況は 理 解し得る で

あろ う。

　ま ず古韓尺 か ら換算 され た と考 え られ る代 表

的な 例を表 3 にま とめ て 示す。

単位 ある い は 10 歩単位 まで示 されて い る里程の

表 3 古韓 尺 の 里 程 か ら換 算表 記 され た 事 例

出雲 風 土 記 記載 内容
天 平尺 里 程 復 元 古韓尺 里程 計 算天 平尺 里 程 差 復 元 評 価

里 　 歩 総 歩 数 里 i歩 総 歩 数 單 歩 総 歩数 歩 率　 判 定

国庁 （黒 田 駅）か ら千酌 駅 ＊ 34　 11010 β103gilL70034i ／091 10β0910 ，881 　 0

国庁 （黒 田駅 ）か ら野 城駅 20　 0806 ，08023 　
：
E 6，90020 、080、 6，08000 ，881　 0

宍 道 駅か ら佐 雑 村 4　 　 034L2344i2001 ，4004iO341 ，234O0 ．881　 0
嶋根郡家か ら千酌駅 17　 1805 ，28020i

∈
亘

6ρ0017il875 ，287
一70 ，880　 ？

嶋根郡家か ら佐 太橋 15　 0804 ，58017i100520015
…
0824 ，582 一20 ，881　 0

出雲 郡家 から佐 雑村 13　 0643 ，96415i 4，500130653 ，965 一1O ．881　 0
神 門 郡家から與 曾紀 村 25　 1747 ，6742gi 8，700251667 ，66680 ，882 　 ？

飯 石 郡家か ら與 曾紀 村 28　 0608 ，46032 9，600280598 ，45910 ．881　 0
飯 石 郡 家か ら備 後 国 堺 39　 200ll ，90045 13，50039195ll β9550 ．881　 0
仁 多 郡家 か ら備 後 国堺　　　　　　　　　　了「广广、广内、」内、内 37　 000ll ，10042 12，6qΩ．β了、』ioO2ll ，102 一20 ．881　 0

意 宇 郡家 か ら東 北楯 縫郷 32　 1809 ，78037 ll，10032Il809 ，了8000 ．881　 0

意 宇 郡家 か ら東 南母 理郷 39　 190ll β9045 13，50039 　1　　i1
　19511 β95 一50 ，881　 0

意 宇 郡 家 か ら東 北安 来郷 27　 1808280311009 ，40027 ｛1828282 一20 ．881　 0
意 宇 郡 家か ら正 西 完 道郷 37　 00011 ，10042 12，6QO37

　 　 …

iOO211，102 一20 ，881 ・○

秋鹿 郡家か ら東北惠曇郷 9　 　 0302 ，730101003 ，1009 　 i0312 ，731 一10 ．881　 0

秋 鹿 郡家か ら正 西 伊農郷 14　 2004 ，400162005 ，00014i2064 ，406 一60 ，880　 ？

嶋根郡家か ら正 東 方結郷 20　 0806 ρ8023 6，90020 　i0806 ，08000 ．881　 0
嶋根郡家か ら正 南朝 酌郷 10　 0843 ，08啌 11

　 …
12。。 3，500loi0843 ，08400 ．881　 0

嶋 根 郡家か ら正 南山 口 郷 4　 　 2981 ，49852001 ，7004 　 ．2981 ，49800 ．881　 0

出雲郡 家か ら西 北杵築郷 28 署0608 ，46032 9，60028 　 E10598 ，45910 ，881　 0
出 雲 郡 家か ら正 北伊 努郷 8　 　 0722 ，47291002 β0081

　 E0672 ，4675O ，883　 ？

出 雲郡 　か ら正 南河 内郷 1　 　 09739721504501 　
旨
09639610882 　 0

神 門郡 神 門水 海 の 周 35　 07410 ．57440 12，0003507310 ，57310 ．881　 0

神 門郡 水海 在 山の 周 12　、2343 β34151504 ，350 ／22333 ，83310 ，881　 0

神 門郡 来食 池 の 周 1　 　1404401200500114044000 ，880　 0

嶋根 郡 附 島の 周 2　　01861821007002Ol761710 ，883　 0

嶋根 郡 加賀 神 埼 の 周 1　　2025021270570l 　 l202502O0 ，881　 Q

出 雲郡 西 門江 の 周 3　　1581 ，0584 1婁003 　 i
　 き

…

　1571
ヨ
05710 ，882．○

出雲 郡 家か ら正 北 出雲御埼山 28　 0608 ，46032 9，60028i0598 ，45910 ．881　 0
意宇郡 家か ら正 南暑垣 山 20　 0806 ，08023 6，90020i0806 ，08000 ．881、○

神 門郡 家か ら東 南蔭 山 5　　0861 ，5866 1，8005 　i
　 ；

0861 ，58600 ．881
「

○

仁 多郡
宀

か ら正 南 阿 ｛ 川 源 出 37　 QOOll10042 1260037 　、…002ll102 一20881 　 0
数 値 は 出雲 風 土記 鈔 本 の 巻 末 駅程 記 事 に よ る。
天 平 尺 里程、古韓 尺 里程 の い ずれ も、1歩＝6尺、1里＝300歩 の 単位 系 に よ っ て い る 。 天 平 尺 と古 韓 尺 の 比 率 を

復元 評 価 と し た が、数値は 全 て 歩の 単位 で の 比 較に よ る。
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多くが、古韓尺系の 里 単位 （
一

部に 100歩単位）か

ら 0，881程度の 換算比率で天 平尺 系の 里歩に換算

され て い る の であ る 。

　換算係数の O．　881 は、『出雲風 土記 』の 里程解析

か ら帰納法的に求めた もの で あ るが 、 それ を利 用

す る と、逆に 古韓尺 の 尺 長 を計算で きる。すな わ

ち、天平尺 を 29．　8cm す る と、1日尺 度すなわち古韓

尺 は 29．8cm × 0．881 ＝ 26．3cm とな るの で ある。

　 こ の 値は、通常の 古韓尺 の 26．7cm に比 べ る とや

や短い が、朝鮮半島の 新羅皇龍寺の 搭、金堂、講

堂な どで使用 され て い た古韓尺 は 26．　4〜26．　5cm

なの で 良く
一

致 して い る。 朝鮮半島最大の 新羅 皇

龍寺 の 搭、金堂、講堂 の 桁行や梁行の 計測値か ら

古韓尺 を求 めた表 を表 4 に示 す 。
こ こ に掲 げた測

定値は 極 め て精度の 高い もの で あり、公約数的な

モ ジ ュ
ー

ル として は古韓尺 以外 には考えられな い

もの で ある。

表 4 新羅 皇龍寺建物址 の 桁行 ・梁行と古韓尺

測定値 古韓尺 （cm ）
建 築部位

（cm ） 尺数 尺長

塔 の 柱 間 316 ．7　± 0．412 ．026 ，4

金堂身舎 500 ．3　± 0．619 ，026 ．3

金 堂庇 出 342．5　± 0．913 ．026 ．4

講 堂桁行 546．2　 ± 0．720 ．526 ．6

講 堂梁行 397 ．0　 ± 1．815 ．026 ，5

東廻 廊桁行 413．0　 ± 0．615 ．526 ．6

数値 は『皇龍 寺遺蹟発掘調 査報告書 1 』より

　出雲は新羅 と極 めて密接な関係を有 して い た

とす る の が、
一

般的な見解で ある か ら、こ の
一

致 も、む しろ新 羅 と出雲 の 関係 の 深 さを示す証

左 と理解す べ きで あろ う。

　こ の よ うに 、 『出雲風土記』にお い て歩単位や

10 歩 単位 ま で 表 示 され て い る里 程 の 中 に 、

0．8811 の換算比率 によ っ て 、
1 歩単位まで

一致す

る例が数多 くある こ とは事実で あるが 、対 象 と し

た里 程の 全 て が 、古韓尺の 里単位 あるい は 100歩

単位 に よ っ て 「きれ い に」 復元 で きて い る わけで

は ない
。 そ の こ とか ら、古韓尺 か らの 換算につ い

て 疑義 を生ず る こ ともあるで あ ろ う。それ は古韓

尺 の 存在 自体 に対する疑義 に もな るの で 、若干補

足 してお きた い
。

　 そ の ために まず、秋本吉郎氏の 作成 した 「出雲

風 土記主要通道 里定図」
5）
を借用 し 、 そ こ に天 平尺

に よ る 里 程 とそ れ を古韓尺 に復元 し た里程 を書き

込 ん で 図 2 と して 示す 。

　 こ の 図を見 る と主要路の 多くが 古韓尺 の 里 単位

で表示 されて い る こ とが判 るが、同時に、端数 の

つ い て い る里程 であ っ て も、古韓尺 の 里程 が示 せ

て い ない も の もか な りあ る。

　 ただ し、注 目す る必 要が あるの は、主 要通道図

の 正 西道 を見 る と、西 か ら 14里 、19里 、10里 、

7 里 、
12 里 な ど と既 に最初か ら天 平尺系 の 里単位

で 示 されて い る場合 も多くあ る。そ の た め 、里 程

の 合計値を示す通度関係で は、天 平尺系 の 「里 」

に古韓尺か ら換算された端数の っ く里程を足 して

表 示 され て い る場合が あ る 。 冒頭部分 の 「東西
一

百卅七 里
一

十九 歩 ， 南北
一

百八十二 里
一

百九十二

歩」 な どはそ の 典型で ある。

　 こ の 時代 の 律令制 の 特色 と して 文書主義が あ り、

そ の こ とが有効数字の 概念に 関係な く、ひ たす ら

忠実に足 し算を実施す る こ とに っ なが っ た の で あ

ろ う。 こ の よ うに異な る尺度系を混 用 して い る場

合に は 、当然なが ら 0．8811 の 換算で の復元 は で き

ない 。

　 そ の 事例 と して、神 門郡か ら蔭山 まで の 里程 は

5 里 86 歩 と表示 され て い るが、0．8811 の 比 率で

換算すれ ば古韓尺 の ち ょ うど 6 里 で ある 。 と こ ろ

が 蔭山の 並 びに あ る宇比 多伎山は 5 里 56 歩、稲

積 山 は 5 里 76 歩、稲山は 5 里 116 歩、桙山 とは

冠 山は 5 里 256 歩 と表 示 され て い る 。
こ れ らは蔭

山 か ら の 距離が 30 歩 、 10 歩 、 30 歩、170 歩で あ

る こ とを示 して い る の で ある。

　また 、 巻末通度記事に示 され た正西 道の 玉作街

か ら出雲郡家ま で の 里程 の 中に 23 里 34 歩 （13 里

64 歩 を誤 っ て訂正 したもの ）とあっ て も、 こ れ は

玉 作街か ら宍道駅まで の 19 里 に宍道 駅か ら佐雑

村ま で の 4 里 34 歩 （古韓尺の 1400歩）を加 えた
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値を誤 っ て記載 した とみ る こ とが で きて 、 混 用 の

例 となる。

　他 に も 、 混 用 が 類推 され る場合 が あ る 。 それ は 、

楯縫郡家か ら伊農橋ま で の 距離が 8 里 264歩 とな

っ て い て 、こ の 264歩が古韓尺系の 1里 に完全 に

一
致 して い るか らで ある 。 しか も、こ の よ うな例

として は他 に嶋根郡か ら正 東の 手染郷まで の 里程

が 10 里 264歩とあ る 。 偶然 とは思 えない
。

　 し た が っ て 、出雲郡か ら正東 の健部郷 ま で の 里

程が 12 里 224 歩 とな っ て い て古韓尺系か らの換

算で は理解で きな い と して も、こ れ は古韓尺 系 の

4000 歩 （天平尺 系に 換算する と 11 里 224 歩）に 天

平尺 系 の 1 里 を加 えたもの か も知れない 。また嶋

根郡 か ら西北 の 生馬郷まで の 里程 16 里 209 歩 も

古韓尺 の 11 里 （天平尺 の 9 里 209 歩）に天 平 尺系

の 8里 を加 え た可能性 が高い 。

4 ．古韓尺遺存の地域差と項 目差

　表 2 で 見た よ うに 、『出雲風土記』の 里程に は 、

里 単位か ら 100歩単位 、

一
町 （60 歩）単位、10 歩単

位 、1歩 単位 まで 、精粗 に大きな差が ある。その 主

な原 因 に、旧尺度系 の 古韓尺里程 か ら換算 され て

表 示 され た場合が あ る こ とは既 に示 した。こ の よ

うに 、 1 歩単位や 10歩 単位 の 里程 が古韓尺 系 里程

か らの 換算 とする ならば、明らか に地域差が ある。

　表 2 に よれ ば、郡別で 言 うと、概して神門郡 、

嶋根郡 、出雲郡、楯縫郡の 宍道湖周辺 に 10 歩単位

以 下 が多 く、仁多郡 、飯石郡 に里単位が多 い 傾向

が あ る。 こ の 関係を も う少 し詳細 に把握す るた め、

郡別 ・記載記事別に古韓尺系里程の 出現比 率 を整

理 してみ た。表 5 に示 す。

　まずそ の 結果 を項 目別に 見る と、新造院関係 に

は 1 件 も見 られない こ とが特徴的で ある。新造院

は 「勘造」天平五 年 （733 年〉の 時点で 「新 し く造 っ

た寺 の 意で 、い ま だ寺号 の 定め られ て い な い も の 」

を意味 して お り、原初的 な古韓尺 に よる記録 がな

い の は当然で ある。

表 5 古韓 尺 系 里程 の 出現 比 率

各郷 1通 度 　新 造 院 山丿1障 池 嶋 周 合計

意宇郡 4／111 ／7　 　 0／41 ／14i 　 1／4　　　　F 7／40 （18％ ）

嶋根郡 7／82 ／4 0／14 、2／1811 ／44 （25％）

秋鹿郡 2／40 ／1 1／13 ・　 0／43 ／21 （15％）

楯縫郡 0／31 ／2　　0／10 〆4 ．　 0／51 ／15 （7％）

出 雲郡 5〆82 ／4　 　 0／12 ／4 ．　 1／311 ／20 （55％）

神門郡

飯石 郡

仁 多郡

大 原郡

2〆6

。／41

。／312

／8i
　 　 　 き

2／8i　 O／2

2／5 …

2／5i2

／3i　 O〆2

　 　 　 　 旨

6／10　　 2／6
　 　 　 　 1D

／l9
　　　　10
〆1710

／71　　　　1

12／32 （38％）

2／28 （7％）

2〆25 （8％ ）

4／20 （20％ ）

軍・烽・戌 …
1 0／9 （0％）

合 計
22／55｝
（40％）｝

14／39iO ／10

（36％）i　 O10
／、0崖 6／40

（10％）：（15％）

　　52／255

（20％）

　次 に、軍団や烽、戌 の 関係 も端数 を含 んで い な

い 。烽の 記載 につ い て は、時野谷滋氏 が勘造後の

増補説を提示 して い るよ うに内容的には新 し い 要

素を含んで い る の で
6）

、 古韓尺 系 の 影響を受けて

い なくて も当然で あろ う。

　次に 、 地域別 に注 目する と 、 古韓尺 系 の 比率 の

高い の は 出雲郡 と神 門郡で あ る。郡家か ら郷 ま で

の 里 程に絞れば、嶋根郡 、秋鹿郡 、意宇郡 と続 き、

宍道湖周辺 の 郡 に集中 して い る。

　 も し次項の再撰説 と関連 させ るな ら、「古風土 記」

の 対象地域は出雲国 の 中心部 に限 られて い た こ と

に な る。

5 ．再撰説 と増補説に 関連 して

　 『出雲風 土記』の 研 究史上 で は 、偽撰説 ・再撰

説 ・増補説な どが 昭和 20 年代を賑わ せ た。こ の 内

既 に偽撰説 に つ い て は否定 されて い るが、田 中卓

氏 の 再撰説
了）
と時野谷 滋氏 の 増補説

6）
に つ い て は

未だ決着が得 られて い ない 。

　それ に対 して 、 今回 の 古韓尺 系里 程の 存在発見

は 、何 らか の 影響を与 え る で あろ う。すな わち今

回明 らか に なっ た古韓尺系里程 の 適用部分 が 「古

風 土記 」 に対応 して い る の で はな い か と考え る 。

　 したが っ て 「勘造 」 後 の 増補説 に つ い て は、里

程記事か らは積極的に支持で きる結果は得 られて

い な い 。
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6 ．ま とめ

　本稿 の 結論は 次の 二 点で あ る 。

　まず第
一

点 は 、『出雲風土記』の 意宇郡宍道郷 の

項に記 されて い る三 石 （猪像石 A 、猪像石 B 、追

猪犬像石 ）を石 ノ宮神社の ア石 、イ 石 、工 石 に比

定 し、そ こ に示 され た尺数 を現 在の 長 さと比 較す

る と、ほ とん ど全 て の 項 目で 尺 長は 26．7cm とな

り、古韓尺 と完全に
一

致 し て い る こ とで ある。

　第二 点は 、 『出雲風 土記』に示 され た 里程 の 中に 、

歩や 10 歩単位 まで異常に詳 しく示 され て い る場

合 が か な りあ る が 、それ らの 多くは古韓尺 の 里単

位 か ら換算比 率 0．881 に よ っ て ほ とん ど誤差 な く

計算復元 で きる。

　 もっ とも O．881 の 換算比率に よ っ て 復元で きな

い 場合 もあるが 、それ らの 中には天 平尺 との 混用

に よる合計 と思 われ る もの が多 くあ る 。

　 以上の 結果は 、出雲国 にお い て 、ある時点まで

古韓尺 が 使 用 され て い た こ とを明示 して い る 。 も

と もと出雲 国は 新羅 との 関連 が強 い 地域で あ り、

当然、尺度 問題 か ら見て も、共通性 を有 し て い た

と考 える 。

　 こ の よ うな結果は、計 量史 の 研 究 に資す るばか

りで な く、『出雲風土記』の 研究、強い て は 古代出

雲地 域 の 理 解に対 して も貢献 し得る と考え て い る。
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